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ドレスデン・ヘルムホルツセンター（HZDR）の制動放射光施設において、Pb-204 の核共鳴蛍光散乱実験を

行った。その結果、励起エネルギー3.6 から 8.3MeV 領域において 140 の共鳴準位を観測した。 
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1. 緒言 

安定な鉛原子核では、励起エネルギー10MeV 以下に、電子双極子（E1）遷移に対する総和則の 1%程度の E1

強度が観測されており、核表面に現れる中性子スキンとの関連が指摘されている。Pb-204 に対するこれまで

の核共鳴蛍光散乱実験[1]では、励起エネルギー2.3 から 6.5MeV に 45 準位が観測されているが、6.5MeV から

中性子放出のしきい値（8.4MeV）までの領域はよくわかっていない。そこで、本研究では、このエネルギー

領域の共鳴準位を調べるため、最大エネルギー10.5MeV の制動放射光を用いて、Pb-204 の核共鳴蛍光散乱実

験を行った。 

 

2. 核共鳴蛍光散乱実験 

実験は HZDR の制動放射光施設（γELBE）で行った。厚さ 0.53mm、直径 2cm の濃縮 Pb-204 ターゲット（濃

縮度 99.9%）をビーム軸に対して 45 度傾けて設置し、最大エネルギー10.5MeV の制動放射光を照射した。

ターゲットから放出される共鳴散乱ガンマ線を散乱角 90 度と 127 度に設置した計 4 台の高純度ゲルマニ

ウム検出器を用いて計測した。 

 

3. 結論 

図１に、散乱角 127 度に設置したゲルマニウム検出器

で得られた散乱ガンマ線のエネルギースペクトルを示

しているが、励起エネルギー3.6 から 8.3MeV 領域にお

いて、140 の共鳴準位を観測し、ガンマ線ピーク強度か

ら積分散乱断面積を求めた。また、散乱角 90 度と 127 

度位置で観測された散乱ガンマ線の強度比を用いて、遷

移の多重度（∆I=1 または 2）を決定した。本講演では、

実験手法及び解析結果について報告する。 
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図 1．Pb-204 の共鳴散乱ガンマ線スペクトル 
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